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成果概要 

 

当初の目的と達成目標の概要は，「金沢大学臨海実験施設周辺海域の海水や海底堆積

物，各種生物，周辺の河川・汽水から，リパーゼやプロテアーゼを産生する新規微生

物を探索する。さらに，それらの微生物の分解酵素遺伝子をクローニングし，その遺

伝子の塩基配列を決定した後，相同性検索を行って，酵素の新規性を推定する。」であ

り，以下の成果を上げることができた。 

本研究では，金沢大学臨海実験施設周辺海域で採取した海産生物 12 個体（マナマコ，

コモンイモナマコ，アメフラシ，アマクサアメフラシ，ジャノメアメフラシ，クロシ

タナシウミウシ，マダラウミウシ，オオブンブク，スジホシムシモドキ）を中心に，

その他，表層海水，深層海水，河川水，汽水（河口表層水），立山雪渓水などの試料か

ら，リパーゼやプロテアーゼを産生する新規微生物を探索した。その結果，約 120 株

の新規分解酵素産生細菌を単離した。その中でも，酵素活性が高いと思われる細菌 3

株に注目して、現在研究を進めている。 

すなわち，マナマコからの分離菌は，Vibrio sp. V639 に最も近縁で，リパーゼとプロ

テアーゼの活性を有し，5℃の低温下でもリパーゼ活性を示した。また，立山雪渓水か

ら単離した菌は，Yersinia kristensenii に最も近縁で，リパーゼとプロテアーゼの活性を

有し，5℃の低温下でもそれぞれ酵素活性を示した。さらに，河川水からの分解菌は，

Pseudomonas sp.に最も近縁で，25℃と 5℃でリパーゼ活性を示した。 

今後は，低温下でも高い分解酵素活性を示した 3 株の分解酵素遺伝子をクローニン

グし，酵素の新規性を推定したいと考えている。本研究ではリパーゼやプロテアーゼ

を産生する新規微生物を中心に探索を行っているが，海藻とその多糖類の分解に優れ

た細菌も単離し，論文を 2 報発表した。 
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